
平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日
提
出

質

問

第

三

号

Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
革
マ
ル
派
の
浸
透
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出
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勉
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Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
革
マ
ル
派
の
浸
透
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
は
昨
年
四
月
二
十
七
日
に
「
革
マ
ル
派
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
浸
透
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問

第
四
三
〇
号
）
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鳩
山
内
閣
は
五
月
十
一
日
、
革
マ
ル
派
の
社
会
的
な
危
険
性
を
指
摘
し
、

「
Ｊ
Ｒ
総
連
（
全
日
本
鉄
道
労
働
組
合
総
連
合
会
）
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
（
東
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
）
内
に
は
、
影
響
力
を

行
使
し
得
る
立
場
に
革
マ
ル
派
活
動
家
が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
」
な
ど
と
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四

第
四
三
〇
号
）
（
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
閣
議
決
定
し
た
。
ま
た
、
第
百
七
十
五
回
臨
時
国
会
の
昨
年
八
月
三

日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
答
弁
で
、
中
井
洽
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
は
「
私
ど
も
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

と
革
マ
ル
派
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
改
め

て
明
言
し
た
。

政
府
が
現
在
も
「
共
産
主
義
革
命
を
起
こ
す
こ
と
を
究
極
の
目
的
と
し
て
い
る
極
左
暴
力
集
団
」
と
認
定
す
る
革
マ
ル
派

が
、
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
に
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
わ
が
国
の
治
安
維
持
の
観
点
か
ら
、
決
し
て
看

過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
い
う
公
共
交
通
機
関
の
労
働
組
合
に
、
過
激

派
・
革
マ
ル
派
が
浸
透
し
て
い
る
事
態
を
看
過
す
る
こ
と
な
く
、
国
の
治
安
維
持
の
た
め
に
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
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と
考
え
る
。

以
上
の
認
識
に
立
ち
、
内
閣
が
交
代
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
以
下
質
問
す
る
。

一

革
マ
ル
派
に
つ
い
て
は
、
前
回
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
「
日
本
革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
派
（
以
下

「
革
マ
ル
派
」
と
い
う
。
）
は
、
共
産
主
義
革
命
を
起
こ
す
こ
と
を
究
極
の
目
的
と
し
て
い
る
極
左
暴
力
集
団
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
も
、
火
炎
び
ん
の
使
用
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
十
七
号
）
違
反
事
件
や
対
立
す
る
セ

ク
ト
と
の
間
で
の
殺
人
事
件
等
、
多
数
の
刑
事
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
革
マ
ル
派
は
、
将
来
の
共
産
主
義
革
命
に
備

え
る
た
め
、
そ
の
組
織
拡
大
に
重
点
を
置
き
、
周
囲
に
警
戒
心
を
抱
か
せ
な
い
よ
う
党
派
性
を
隠
し
て
基
幹
産
業
の
労
働
組

合
等
各
界
各
層
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
お
り
、
全
日
本
鉄
道
労
働
組
合
総
連
合
会
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
総
連
」
と
い
う
。
）
及
び
東

日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
内
に
は
、
影
響
力
を
行
使
し
得
る
立
場
に
革
マ
ル
派
活
動
家
が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
、
革
マ
ル
派
は
、
組
織
拡
大
に
重
点
を
置
き
、
党
派
性
を
隠
し
て
基
幹
産
業
の
労
働
組
合
等
各
界
各
層
へ
の

浸
透
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
見
ら
れ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
そ
の
見
解
は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。
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